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天然記念物(8)

岩屋観音窟

服部富雄

すこし古い話である.いまから5年前会社からの

くが

依頼調査で山口県の玖珂鉱山へ出張したことがある.

錦帯橋で有名な山陽本線岩国駅で乗り換え国鉄バス

で錦川に沿いさかのぼること27kmで根笠川との合流

控｡

点渡里橋に着く.その後このコｰスに沿って新設

された岩目線は国鉄の代表的な赤字路線の1つとして

新聞紙上を賑わしたので記憶しておられる方もある

だろう.

渡里橘から根笠川に沿う県道を南に約4kmで出合部落

ぽ着く.ここに玖珂鉱凶の籍務所や選鉱場がある.
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第1図位置図

岩屋観音窟は山口県玖珂郡美川村犬宇根笠字岩屋にある

りこれらの古生層はほぼN70-80.Wに走り西に

30｡内外の落しをもつ軸に沿って摺曲する.また石

灰岩およびこれを交代生成した鉱床は紹曲軸に沿って

配列ししかも石灰岩はこれらの績曲軸の方向に細長く

伸ばされた形状をもっている.

玖珂鉱山から南東方喜和間鉱山1藤ケ谷鉱山にかけ

ての一帯はかなりよく畑もれた銅1タングステンの鉱

床地帯でいずれも1880年代夢)後半から1900年ごろす

なわち蘭清(搬嬉～9S)}露(湖惚～05)戦争の頃に銅

鉱床として開発され蜘砕にタングステン鉱が発尻窓

れてから王9μ～互9年の錦互次世界大戦中はタングステ

ン鉱山として盛況を暴した､大戦後の不況でほとんど

の鉱山は休山&枚抄のち廃山と扱ったヤマも多い咄

その後玖珂鉱山は太平洋戦争のはじまっね蜘年に

再開され脳5年敗戦とともに休山19δ2年朝鮮戦勢休

戦後に三開されて今日にいたっている.

この付近の地質はいわゆる秩父古生層の粘板岩1砂

堵癖チャｰト石灰岩およびこれを貫く場岩岩脈から匁

互957年§肩に調査した玖珂鉱山岩屋地区は根笠川の

支流である常燈畑川の谷から鹿田にいたる区域であって

常燈畑川を合流点の葉ケ瀬から約400m遡ったとこ

る区城のほぼ中央護聖寺地籍内に大きな石灰岩の露

出がありかなり立派砥石灰洞があって洞内に観音像

を安置してある.

これが防長石婦の一つ岩屋観音である.里人の

はなしではこの観音さまは弘法大師が刻んだもので

長年月/むわたり鐘乳石から潤った石灰のために元の木

像がすりかり石になってしまったと伝えられている.

寺は工蜘隼7月のルｰス台風で大破したものを調査

当時再建申であった,洞内に入ってみると写真で

もわかゐぶう泣上から垂れた鐘乳石の真下に観音像の

頭は匁くすこしズレていて像は台座に狂ってv'る大

業川村犬字根笠字問合の玖珂鉱山選鉱場根笠川は屈曲し桓がら

南(手前)から北(前方)へ流れる橘の東のたもと(右)に事務所がお

り事務所の前に社宅や合宿がある(服部撮影以下同じ)

岩屋観音の谷�
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石筍の上にセメントで固着してあった.弘法大師に

まつわる云い伝えは全国到るところにありさほど珍し

くもない伝説の一つといえるであろう.本堂の横に

は仁王尊が永年の雨か晋でもとの彩色はすっかり剥

げ落ちてはいたがギヤマンの眼をカッと見開いて護聖

寺の歴史の古さをしのばせてくれた.

地質図でわかるとおり石灰岩の岩体は南北に並んで

2つありその周縁部に沿ってスカルン鉱体およぴその

く一介第2図岩屋観音付近の地形地質図

山口県玖珂郡鉱山岩屋地区地形地質図の一部

昭和32年9月調査地質調査二服部富雄･佐々木昭｡地形測量:川野

辰男.(際図は縮尺2,OOO分の1図の発表を許可された田中鉱業(株)に

感謝する)

ヤケを形成している.北観音石灰岩に伴って北観音

露頭と北観音坑(旧坑)があり岩屋観音石灰岩に伴う鉱

体は常燈畑川の川底から約35m下った疎水坑地並で確認

されている.北観音坑では上の坑道と下の坑道とカミ

母岩の割れ目に沿う石灰洞で連絡していたがここでは

鐘乳石や石筍は形成されていなかった.岩屋観音石

灰岩について調べたところ観音窟の酉に接して一つ

(仮に酉霜と呼ぶ)観音窟の直ぐ上方にひとつ(上箇)石

灰岩体の東の端にひとつ(東癒)観音窟とともに合計4

つの石灰洞カミあることが判った.西窟は間口は広い

カミ奥行はなく鐘乳石や石筍がほとんどなくて大小の

石仏(材質は砂岩)が沢山並んでいた.上窟は奥行20m

足らずであるが鐘乳石が美しい.東窟は全長50m

以上ありやや複雑なかたちをしている.調査のさ

いに実測した見取図を第4図に示した.

縛懲巾幻護塑静崖}ま機上げを終りた1妻か1)め傘豊

後方は農屋観音窟石段を昇って観音窟に入る本堂の後に酉窟がある

護聖寺内本堂の徽こある仁王馨

色は剥げ落ち指は欠けているが

筋骨たくましくギヤマンの限をカッと見開いている�
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第3図北魏晋坑(旧坑)凡例は第2図に同じ(服部原図)

これらの石灰洞の中ほ湿潤ではあるか大して深くも

なく地下水脈というほどの地下水もない.洞内で

みた動物は婦幅とゲジゲジ(ヤスデ)だけである.

最近ふとした機会にこの岩屋観音カミ天然記念物に指

定されていることを知ったので早速文部省へ調子に

行った.文部省の吏蹟名勝天然記念物指定台帳によ

ると次のとおりである.

第一類天然記念物

昭和九年一月二十二目告示第十六号

名'称岩屋観音窮(第二類)

所在地山口県玖珂郡

説明古生層ノ石灰岩ヨリ成レル根笠台地ニアル石

灰洞窟ナリ洞矯ハ奥行約十三メｰトル幅

約六メｰトル高約十一メｰトル規模犬ナ

ラズト離鐘乳房及石筍ハ頼ル能ク発達シ

殊二洞内ノ略中央二万灰撃ヨリ成レル高約O

･八五メｰトルノ座像アリ是レ石灰牽ガ木

丁

ノ

,1個

01020面

白

岩屋石灰洞の上窟と第窟と釣見取図

印は写真に示す鐘乳房(服部原図)

番

ノ観音像多被ツチ発達シ後木質腐朽シテ

観音像ノ仮像ヲナスニ委リタルモノニシテ

学術上珍トスル二足ル

指定ノ寮由保存要目中天然記念物中地質鉱物ノ部

第七十二ニ依ル

保存ノ要件公益上必要已ムヲ得ザル場合ノ外岩石ノ採

取並破壊其他現状ノ変更ハ之ヲ許可セサルコ

トヲ要ス

地籍桑根村大字根笠字岩屋護聖寺

山林一○O○坪宅地十三坪

(第二類というのは地方的な物質を意味し桑根村は町村合

併前の村名で現在は美川村に属する)

指定の事由の第7および第12とV･うのは地質ニュ

ｰスNo.67(1960･3)の天然記念物(1)にも掲げられ

ているように

(7)岩石の組織

(12)特に欝重な岩石鉱物及び化石の標本

寺山から.鹿田をのぞむ

岩屋観音騒の内部と岩屋観音�
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であってこの岩屋観音窟が(6)洞穴によって指定さ

れたもので狂いことがわかった.

そうと知っていれば5年前に観音像をもっとよく

観察してくればよかったと悔んでも後の祭りである.

善男善女の信仰に水をさす気は毛頭ないカミこんごもし

機会カミあればさらに詳しく調べてみたいと考えている

ともあれ過去数十年にわたって戦争とともに盛衰した

鉱山の真ン中に平和を象徴する世にも珍しい観音像

が安置されているのは奇特のいたりというべきであろ

う.リバイバノレブｰムの世の中にあってただ平和

のために観音さまの御利益のあらたかならんことをわ

れひとともに祈りたい.

(筆者は鉱床部)

掛屋上窟の

鐘乳右

肩灰洞の高さは

約1mこの鐘乳眉

の右のところをは

って入り洞はさら

に奥に続く

学会ニュｰス

伊豆半鐘白岩化石採集旅行

とき昭和37年11月18日(日)

目的レピドシクリナなどの大型有孔虫

の採集

行程東京発8時6分(準急東海2号)

三島着9時54分修善寺10時30分

東京帰着20時38分の予定

費用交通費のみ(電車鍍920円準急100円)

指導国立東京科学博物館古生物学課

氏家宏氏

携帯品ハンマｰルｰぺ管びん地形

図(1/5万修善寺)

申込申込順30名で〆切博物館普及課

へ問合せの上お申し込み下さい.

電話(821)一3771(代)

雨天中止

学術講演会

とき昭和37年11月15日(木)2:00-

�〰�

会場国立科学博物館本館1号館講堂

演題地質年代の測定

講師学習院大学教授木越邦彦氏

第6回粘土科学討論会

とき昭和37年11月7日･8目10時一

4時

会場目立ファミリｰセンタｰ

仙台市東四番丁51日産生命ビル

1階電語仙台(5)1683

内容特別講演

(1)ベントナイトと有機高分子

川口桂三郎(京都大学農学部)

教授

(2)東北地方の地下鉱物資源一分

布とその利用一鈴木廉三九

(東北大学理学部教授)

一般講演

粘土中のカオリン鉱物と緑泥石と

の鑑定法

生沼部氏(東洋大学)ほか

その他26題

シンポジウム

(1)粘土鉱物の赤外線吸収

(2)沸石一成因･産状およびその

利用一

精土研究会

地球化学討論会開催さる

地球化学研究会の秋季討論会(日本化学

会関東支部と共催)が次の日程で開催され

ました

研究発表

10月11目ぺ0月13目地質調査所会議窒

エクスカ岬シ割ン

10月1蝸舳10月工蝸箱根伊豆半農

研究発表は課題討論と一般研究発表(識

漢数47)とに分かれ3日間休憩時間もな

いほどの盛況で連日100名以上の隷心な

聴講者が集帥関係者な翻批戴した出

課題討論の題貿および繕演煮は次の通り

です

1)抄本ク纈ノ灘労一の諸問趨

年代測定と宇宙線小鰭稔(策大骸研)

C14法による絶無牢代測定

木越夢鰐(学鴛駿大魏)

U,Th-Pb法による絶対年代測定

斎藤僧房(策大理)

K-Ar法による絶対年代測定

植田良夫(東北大理)

日本における緒対年代測定例について

野沢保(地調)

2)有機地球化学研究の技術問題

有機地球化学の技術二分離および抽出

小山忠四郎(名大理水質研)

石油と底泥中のポルフィリンの分析技術

G.W.Hodgson(カナダアルパｰタｰ項油研)

有機地球化学の技術一機器分析

半谷商久(都立大理)

3)碩石の化学

隈:石の化学浜口博(教育大理)

明石および地殻物質におけるラ

ンタン系元素のパタｰンの相異

の解釈とその意義

○松井義人増田彰正1(東大理)

各種限石の成因についての考察

○西村雅吉(北大理)

籔､遷､S星nde11(ミネソタ大)

限局申の寧宙線生成物

本閑雅鰹(淘リシ加レ皿ア大鏡東犬物性研)

ぶ多ス均一シ織ンは約50名か参加して行

砥わ槻箱根火山抽ぶぴ伊寛半島など夢)地

質学的な解説と濾娘についての説明〔高欄

倉猟繭技官蜜佳正性教授(室蘭工大))が

行次われました

討論会の詳細は紙面の関係で省略致しま

すが講演襲憲は嶺務局(地球化学課)に

あり…葦三すのでご刺燭η｢さレ･

鐙後に今回輔立論会が皆様のご協力によ

誉無事終了数し讃したことをお礼申し上げ

襲すとともに損幾者の手落ちで地質ニュ

ｰス(蔓月号)に学会開催の掲載が洩れま

したことを深くお詫び致します

(技術部地蜘ヒ学鯛)�




